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　３月、卒業の季節です。巣立ちの季節であると共に別れの季節でもありますから、やはり寂しさと共

に思い出される記憶が多数。もう二度と会えない別れもあれば、数年、そして十年以上を経てとても良

い形で再会できたりもしますから、別れも人生の一部としてしっかり味わいたいですね。
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住みよさ実感　瀬戸内交流文化都市　たけはら

　２月４日、たけはら海の駅で、キッズ野菜ソム

リエ任命式が行われました。

　「キッズ野菜ソムリエ」に任命されたのは、12

人の市内小学生。数種類のトマトや、ドライフルー

ツと生のフルーツの食べ比べを行いました。同じ

トマトでも、種類が違うと匂いや甘さが違うこと

や、生の果物を乾燥させることで甘みや酸味が強

くなることにとても驚いていました。

　２月 10 日に大井公民館で行われたキウイタル

ト作りでは、調理方法はもちろん、ハーブが昔は

薬として使われていたこと、果物のキウイの名前

が、鳥のキウイに由来することなどを学びました。

　３月には、アヲハタジャムデッキで、地元のイ

チゴとハーブを原料としたジャムづくりを体験す

る予定です。

野菜の魅力、学んで、伝えます！
～キッズ野菜ソムリエ～

子ども達に合った教育を
～特色ある学校づくり～

Camera News
      カメラニュース

※人のうごきは、れんらく板に配置しています。

竹原の歴史を守る「ちびっこ大工さん」
～歴史体験講座～

よ

　１月 25 日、文化創造ホールで、特色ある学校

づくり報告会が行われました。竹原西幼稚園は「運

動遊び」を通した取組を、竹原小学校と賀茂川中

学校はこれからの社会に必要な力を育てる取組

を、東野小学校は教職員の組織づくりの取組を報

告しました。後半は、県教育委員会の下﨑　明教

育長による「学びの変革」をテーマとした講演が

行われ、「子ども達がより深い知識を得るために、

各学校で工夫してほしい」と熱く語られました。

　２月 10 日、町並み保存地区で、たけはら歴史

体験講座が行われました。市内の小学生 25 名が

「ちびっこ大工さん」として、竹原の歴史を学び、

伝統的な町家の土壁塗りやカンナがけを体験しま

した。文化財修理で用いられる釘を使わない木の

組み方の説明では「パズルみたい」、ひのきのカ

ンナくずは「良いにおい」、土壁塗りは「重い！

でも楽しい」と子ども達は大興奮。町並みの散策

も行い、クイズ形式で楽しく歴史を学びました。


